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おなはまみなと通信
【 第 ２０ 号 】

令和元年 ５月３１日

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41400a/onahama-minato.html

小名浜港湾建設事務所では、いわき市内のみなとの整備、管理及び運営を行っています。

「おなはまみなと通信」では、小名浜港をはじめとしたいわき市内の港湾・漁港の復旧・

復興状況や話題などみなとに関する情報を発信します。

※おなはまみなと通信は、当事務所のホームページからもご覧いただけます QRコードはこちらです

四倉地区復旧・復興事業竣工式を行いました

おなはまおなはまおなはまおなはまみなと通信みなと通信みなと通信みなと通信【 第２０号 】

【発行元】

福島県小名浜港湾建設事務所

企画調査課

☎ 0246-53-7126

平成３１年４月１６日（火）小名浜港３号ふ頭に大型クルーズ船「飛鳥Ⅱ」が寄港しました。

同船が小名浜港に寄港するのは平成２９年以来の２年ぶりになります。

入港に併せ、小名浜マリンブリッジを臨時で一般開放し、約３，６００名の市民などが飛鳥Ⅱ

の真っ白な船体を眺めに来場しました。

出港時には、スパリゾートハワイアンズや地元高校生によるフラダンスが披露され、たくさん

の人に見送られながら、小名浜港を出港しました。

３号ふ頭に接岸している飛鳥Ⅱ

出港時のフラダンス

令和元年５月３０日（木）にいわき建設事

務所と合同で四倉地区竣工式を行いました。

式では、防災緑地について県・市・地元３

団体が協働で維持管理を行っていくための協

定の締結を祝い「堅い握手」が交わされまし

た。そして、堤防・防災緑地・漁港等施設の

竣工を記念したテープカットとくす玉開披が

行われました。

四倉地区事業一覧

マリンブリッジ一般開放

防災緑地づくり協定式典 テープカット・くす玉開披

小名浜港に飛鳥Ⅱが寄港しました



編集後記
いつき君

今年度初の小名浜港港内見学を行いました

おなはまおなはまおなはまおなはまみなと通信みなと通信みなと通信みなと通信【 第２０号 】

小名浜港湾建設事務所長の紹介

みなさんこんにちは。小名浜港湾建設事務所の本田です。今年もおなはまみなと

通信の担当になりました！今年度も引き続きご愛読よろしくお願いします。

さて、気付けばおなはまみなと通信も第２０号となりました！今年度も当所管内の

イベント情報やできごと等を積極的に発信していきます。また、平成３０年の２月から

当所ではInstagramでも情報を発信しています。みなさん是非フォローお願いします。

よしだ ゆうじ

吉田 裕司 所長

Q 小名浜にいらしての第一印象を教えて下さい。

Ａ 明るい感じがしました。

復興がかなり進んでいて、まさに福島県の

玄関口だと思いました。

Q 前の事務所ではどのような仕事をしていましたか？

Ａ 県中流域下水道建設事務所で下水汚泥の

処理や処理場等の施設更新などを行っていました。

Q 今年度の抱負は何ですか？

Ａ 復興・創世記も終盤を迎え、総仕上げと言う

ことで、しっかりとした工程の管理に努めたい。

Q 座右の銘を教えて下さい。

Ａ 「自分の身に置き換えて物事を考える」です。

Q 趣味は何ですか？

Ａ 山登り、将棋、スポーツ観戦

Q 休日の過ごし方は？

Ａ 買い物、ＴＶでスポーツ観戦

４月２３日（火）いわき市立中央台北中学校

の生徒（７５名）が小名浜港に訪れ、今年度初

の港内見学を実施しました。

天候にも恵まれ、小名浜マリンブリッジから

は漁港区～大剣ふ頭まである小名浜港を一望す

ることができ、３号ふ頭ではマリンブリッジを

背に記念撮影を行いました。

生徒達は、小名浜港で取り扱っている石炭の

量の多さに驚いていました。

＊港内見学は小・中学生、高校生を対象に実施しています。

いわき市立中央台北中学校の生徒（７５名）

今年度４月に当所の所長に就任した吉田所長にインタビューを行いました。

当所では、職員がバスに同乗し、港の役割や各ふ頭での取り扱い貨物について説明しながら、

３号ふ頭から大剣ふ頭まで巡る港内見学を実施しています。随時受付を行っておりますので、

詳しくは当事務所のHPもしくは企画調査課までご連絡下さい。


